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変化量 (APLT)と術前Vh/eVsとの間には,API,T/

AVh/eVs-19.9ト 1141×Ⅵ1/eVs)の回帰式で表現

される相関関係が認められた (p-0.01旦 r:--
0.51).以上の結果から,安定期PLT(PLTs)杏

術後%NR,術前Ⅵ1/eVs,術前血小板数 (PLTo)

から予測する式 pLTs-PLTo+0.68×0.174

(0,0459×%NR)冗19.9(-1･41×Vh/eVs)‡を得た 予

測 PLTsと実測PLTsとの間には,強い相関が認

められた (r-0.60,p-0.003鯨

【結論】術前血小板数,術前肝牌体機比,術後壊
死率%より安定期血か板増加を予測 し得る可能

性が示唆された.今後前向きに本予測式の有用性

を検討していきたい.

6 非アルコール性脂肪肝炎 (NASH)における

肝内せん断弾性波速度 (SWl')の ･1次元的

測定
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E目的】NASHにおける音響放射圧を用いた

SWⅤ測定の有肝性を検証する.

【方法】NASH30例,正常 11例に対しSWVを

肝4区域で測窪し,WASH18例では1年間隔に2
回の測定を行った.肝線維化の程度は組織学的に

分類 (Brunt分鞠)した.また,肝障害を認めな

い679例の検診デ-タを加齢性変化に関する対

照とした.

【結果】swvは肝線維化に伴い加速し (0.36m/
秒/ステ-ジ),ステージ0-1と3あるいは4と

の間に有意差が認められた.NASHでSWV は年

齢 と正の相関を示 したが (0.014m/秒/午),正常

対照に加齢性変化は認められなかった.アルブミ

ンと血小板は NASH,検診対照のいずれでも年齢
と負の相関を示 したが,その減少率はNASHで

有意に急速であった.さらに,SWVの経時変化量

は,アルブミンと血小板の変化量と正の,ヒアル

ロン酸変化量と負の相関を示した.一方,SWVの

経時的改善は左葉に,悪化は右葉に主として生じ

ていた.

【結論】swvを肝内複数ヶ所で経時測定するこ

とのNASH診療における有用性が示唆された.
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